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発行 北川かっぱの会
http://kitagawakappanokai.la.coocan.jp/

http://kitagawakappanokai.cocolog-nifty.com/blog/

かっぱ通信は次号で150号の節目を迎えます

報告 北川クリーンアップ
10月20日（日）、秋の北川クリーンアップが開催となりました（北川ク

リーンアップ実行委員会主催、市道路河川課共催）。北川クリーンアッ

プは、北川かっぱの会が誕生した1995年の秋から継続的に開催されて

いる伝統的なイベントです。当日は４つの区間に分かれ、約３５名の

参加者が北川のゴミ拾いをしました。今回は東村山市シルバー人材セ

ンターのボランティアが15名ほど参加してくれました。今回も缶やペ

ットボトル、レジ袋、カップ麺の器など、様々なゴミを拾うことがで

きました。集まったゴミはトラックの荷台に一杯となりました（写

真）。北川の中は、全般的に魚影が少なく感じられましたが、川の深み

のある場所や橋の下の窪みなどには多くの魚影が見られました。引き

続き、川環境の改善が課題と思われました。なお、北川の上流域で

は、クリーンアップの翌週に河川内の草刈りが行われていましたが、

できれば草刈りの後にクリーンアップが行われれば、もう少しゴミを

拾うことができたのではないかとも思われました。
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報告 今年の魚類調査結果は
北川かっぱの会では「北山いきものクラ

ブ」「東村山菖蒲まつり」「北山わんぱくま

つり」にて北川や公園内で採集した魚類等

の展示を行っています。日程等詳細は当会

ブログ等で確認下さい。また魚類等展示の

際に、採捕数やサイズなどを記録していま

す。

９月に行われた北山わんぱくまつりでの

魚類等調査結果は表の通りになります。（公

園内の外来種は除く）

個人的に感じた事は以下の通りです。

・ヨシノボリ類について

ヨシノボリは小型のハゼの一種で、以前は

数十匹採れる日もありましたが、今年は６

回の調査で０～４匹しか採集できませんで

した。

「カワヨシノボリ」と「クロダハゼ」が混

在しており、昨年から見分けられるものは

分けて記録に残そうとしておりましたが、今年は採集した個体のサイズが

小さいため判別できませんでした。

また数年前から寄生虫でお腹が膨らんでいる個体が目に付くようになり、

カワヨシノボリ特有の寄生虫の可能性があり引き続き調査したかったので

すが、そもそも採捕数が少なく、お腹が膨らんでいる個体も確認できませ

んでした。

・北川でナマズも確認できず

今年は川で１個体を目視した

だけで、小さいサイズも見か

けませんでした。

大暴れするナマズをサッと手

網に入れるイメトレをしつつ

（できたためしがない）会え

る日を楽しみに待ちたいと思

います。

・タモロコ、モツゴはしょう
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ちゃん池に多い

北川では以前ほど採れなくなりましたが、しょうちゃん池には多くいるよ

うです。しょうちゃん池には天敵となるウシガエル、ザリガニも沢山生息

していますが、北川よりしょうちゃん池の方が住みやすいのでしょうか？

◎活動する中で「北川で採った魚が5年以上生きているんですよ」とか「カ

マツカはどの辺りで採れますか？」など本格的に飼育や採集を楽しんでい

る方が訪ねてきて下さいます。

来年も変わらず活動していきますので、是非気軽にお立ち寄り下さい。

報告 川でつながる発表会でパネル展示
12月15日(日)、西東京市で「第20回川でつながる発表会」が開催されま

した（新河岸川流域川づくり連絡会主催）。当日は、新河岸川流域の川関

係の団体が集まり、見学会や発表会、交流会が行われました。過去の発表

会では、北川かっぱの会の会員による発表もありましたが、今回はパネル

での参加となりました。

パネル展示例

「北川かっぱの会で（と）、こんなことをやってみたい！」
ことを募集します。

いきもの関係、あそび関係、幼児関係、子育て関係、シルバー世代関係、

何でもありです。北川かっぱの会外の地域団体や会員以外の方からの提

案も歓迎します。ぜひ声をお寄せください（北川かっぱの会のfacebook

やブログ、またはCZT12221@nifty.ne.jpまで）。
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報告 今年の外来生物捕獲結果と
外来生物慰霊祭の開催

北川かっぱの会では、2013年4月より北山公園のしょうちゃん池や菖蒲田

周辺で、在来生物の脅威となっている外来生物の捕獲を行っています。今年

の捕獲実績（9月末まで）は、ウシガエル（成体）10、ウシガエル（幼生）6

4、アメリカザリガニ958、クサガメ5などとなりました（下記の表参照）。こ

の12年間の推移を見ると、北山公園界隈では、アカミミガメやクサガメの姿

はほとんど見かけられなくなりましたが、ウシガエルは減少傾向にあるもの

の、依然として多くの姿が見られる状況が続いています。一方、ウシガエル

の捕獲が進んだ効果なのか、昨年から実施している春のカエル類の調査では、

トウキョウダルマガエルやシュレーゲルアオガエルの個体数が微増傾向にあ

るようにも感じます。何とかこの傾向が続いてほしいと考えているところで

す。なお、今年は菖蒲田の水が9月下旬にはほとんどなくなってしまったた

め、例年より1ヶ月ほど早い9月末で捕獲活動を終了しました。

10月12日には外来生物慰霊祭を開催し、捕獲した外来生物の霊を慰めまし

た（写真）。慰霊祭で改めて感じたことは、個々の 外来生物が悪いのではな

く、人間の勝手な所業により外来生物が放たれ、 多くの在来生物が脅かさ

れ、里山の生物多様性や景観に大きな悪影響を与えているということです。

北川かっぱの会では、来年以降も在来生物の生息環境の改善と外来生物の捕

獲に取り組んでいき

ますので、引き続き

皆様方のご理解とご

支援 を お願い しま

す。

▲アメリカザリガニ ▲慰霊祭

かっぱの楽校 生き物講座 第124回

川底のイモムシ？
11月末に北山公園へ出かけてきました。 公園内も木々の落葉が木枯ら

しに吹き寄せられてもう冬の風景。 北川でも、数羽のカルガモが賑やか

にしているものの、花筏ならぬ落ち葉筏が川面をゆっくり流れ行きます。

魚影はある中、川底の生きものでも見てみようかと、持参したスコップ

で浅い流れの底をかき回して、手網で受けてみると･･･？ 落ち葉のかけら

や砂利などに混じって、写真の水生動物が捕れました。

今回は、これらの中でもひときわ大きい、イモムシのような生きものの

紹介です。 体の中がやや透けて見え、伸びたり縮んだりして動きます。

実は川で魚を捕るためにガサガサをしていると、参加者から「このブヨブ

ヨしたの 何っ？」、「気持ち悪い虫が捕れたんだけど･･･！」などとよく質

問される生きもので、その正体はガガンボ（成虫は超々巨大な蚊のイメー

ジ※）の幼虫です。 成虫は、触っただけで長い脚がとれてバラバラにな

ってしまうほど脆弱なのですが、幼虫は'柔軟性'に富み、見た目はまさに

イモムシ！ 陸生(土の中にすむ)のものもいます。 水生のものは水底の

落葉片などを食べて育ち、種類によっては写真の上の個体の様に長さが６c

mほどにもなります。 幼虫には脚がなく、呼吸盤(管)がある側が後ろです。

通年みられますし、咬みも刺しもしないので、出会った時は見た目で気

味悪がらずにその触感も含めてよく観察してみて下さいね。〈康〉

※ かっぱ通信146号 生きもの講座116回 で成虫の紹介があります
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報告 今年のゴミ調査結果
北川かっぱの会では、

毎月第２土曜日の午前中

に「定例川そうじ」を実

施しています（北山小前

～西武園線鉄橋下；３月

～１２月）。川そうじが

終了した時に収集したゴ

ミの仕分けを行い、その

ゴミの量の計測を行なっ

ていますが、このほど20

24年度の調査結果（毎年

１０月～９月）がまと

まりました。 ゴミの総

量（可燃ゴミ＋不燃ゴ

ミ）は平成１６年度を

ピークに減少している

ものの、昨年度と比べ

今年度は微減でほぼ前

年度並みでした（図参

照）。また、ゴミの内、

缶やペットボトルなど

「特定ゴミ」の本数は、

最も多かった平成１５年度と比較し減少していますが、昨年度と比べ今年

度は約２割減少しました。さらに、ビンやワンカップなどについては、「危

険ゴミ」として別途集計していま

すが、今年度は1本だけでした。

北川かっぱの会では、子どもた

ちが安心して遊ぶことのできる、

地域の住民が愛着をもつことので

きるような北川の川づくりを目指

しています。引き続き、皆様のご

理解とご協力をお願いいたしま

す。
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報告 日比谷アメニスグループの
レポートで紹介されました

市立公園の指定管理者、アメニス

東村山市立公園グループの構成者で

ある日比谷アメニスグループの年刊

レポート「サステナビリティレポー

ト」で、北川かっぱの会が紹介され

ました。北山公園での生物多様性保

全のためにスタートした両生類の個

体数調査などが紹介されています。

▶日比谷アメニスグループのホームペ

ージのトップ画面→サステナビリテ

ィレポート→ 14 ページで全文を閲

覧することができます。

2025年 1月～3月 活動スケジュール
ボ は ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 の略、会は会員のみの略

性別、年齢、経験不問。HP、ブログ（検索；北川かっぱの会）
または直接会員にお知らせください

かっぱブログ」等で最新の情報の入手をお願いいたします。

定例川そうじ ボ
3月以降の毎月第２土曜 9～11時

3/8（土） 集合:北山小正門前

川端会議

2/8（土）10-12時；市民センター。

北山公園周辺の環境整備につい

て、市、市民、市民団体の話合い

の場。誰でも参加可能です。

北山小学校土曜講座 ボ

野鳥観察会（北山公園と八国山）

1/11（土）10-12時；北山公園あず

まや集合（荒天中止）

かっぱ定例会
1/25（土） 16-17時半 サンパルネ3

階ｲﾝｿｰﾚ。2025年に重点的に取り

組むべき課題などについて検討
同日16時半～新年会（サンパルネ

3階ｲﾝｿｰﾚ集合）

2/22（土）13時半ｰ15時；サンパルネ3

階ｲﾝｿｰﾚ。2025年度活動方針案、4

月頃までの活動計画の詳細につい

て検討。

かっぱ総会

3/29（土）16:00～18:00 開催予定
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北川かっぱの会刊行物
『未来の川へ・北川復元プラン』
北川復元プランのパイロットケースと

して、北山公園周辺の北川が変わりつ

つあります。21 世紀の未来の川の姿

を探る一冊。頒価 1000 円 送料 82 円。

新一般会員には無料贈呈

『北川流域マップ－未来の川へ－』
北川公園、八国山を歩くための地図。

流域の生き物ミニ図鑑付き。Ａ２両

面版 頒価 200 円

『八国山・北山公園の
生き物観察ガイド』

Ａ２両面版の生き物ミニ図鑑と解

説。観察会などイベントで無償配布。

『北川・八国山・北山公園
いきものマップ』

かっぱの会 20 周年記念発刊。

北川・八国山・北山公園では、どこ

にどんな生き物が見られるか、環境

ごとに誰もが普通に見られる種を主

体に示したマップ。観察会などイベ

『北川・八国山・北山公園
いきものマップ』

かっぱの会20周年記念発刊。

北川・八国山・北山公園では、

どこにどんな生き物が見られ

るか、環境ごとに誰もが普通

に見られる種を主体に示した

マップ。Ａ２両面版。在庫稀少。

『北川・八国山・北山公園
いきものマップ ver2.0』

前記をA4両面サイズにコンパ

クトにまとめ直したもの。観

察会、イベントで無償配布中

です。

かっぱの会会員募集
狭山丘陵の東麓、トトロの故郷北山

公園一帯の緑の保全とその前を流れ

る北川の清流復活という夢をもって

作られた会です。自然と野外の遊び

が大好きで、趣旨に賛同、活動に参

加できる方(参加、入退会自由)を広

く募集しております。

●会費 一般会員：年間 3000円
支援会員：２年間で 2000円

学生は２年間で 1000円
「かっぱ通信」年５回をお送りします。

●問い合せ・申込み先

http://kitagawakappanokai.
cocolog-nifty.com/blog/
●会費振込先

〔郵便振替 00120-6-104476〕
〔りそな銀行東村山支店

(普)3605694〕
加入者名 北川かっぱの会

●かっぱ通信は市内の公民館と図

書館に置いています。

●編集後記

毎年の季節の便りは、気

候変動の話に由来するこ

とばかり。来年の旅先を

夢見心地で練っていると

最適時期の選択に迷って

しまうことばかり。情報

が多くなったけど予測難

しいですね。（遊星歯車）

●発行:

北川かっぱの会

連 絡 ア ド レ ス

CZT12221@nifty.ne.jp


